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§1_Introduction

･マルコフモデルで表わされるような系にっいては,一般化されたHIPオペレーターを使

って,カオスの統計量である局所拡大率のDynamicStructureFunctionが計算 されて

きた｡

変数を 粗̀視化された局所拡大率 'から 粗̀視化された座標 'にかえることによって,

BandCrisis直後の時系列の統計的特徴をとらえた｡

･モデルをXn+1-i(XiL)とすると,
n-1

変数 AntⅩ｡)-(1/n)∑ loglf′(Xi)Iと=0

1
a-I

fntXoJ-(1/n)i萱｡x-i
ただしここでは,7nは適当な自然数｡

§2.BandCrisis直後の時系列

･使 うシステム

ロジスティックマップ

xn.1-i(Xn)-a-Xま

α1=1･790327492

8= 二 二 竺 (ここでの微小量パラメータ)
αi
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｢カオスとその周辺｣

分岐図 (fig･1)

xvs･fofof(X)のグラフ (fig.･2)

X3tの時系列 (fig･3)

§5. DynamicStructureFunctionとそのスケーリング

DynamicStructureFunction
Tt.ll

fn(Xoi≡ (1/a)t写｡x3i
P(i;n)≡ <∂(fn(Xo)-i)>
Fn(I)≡-(1/n)log[P(i;n)/P(i;n)]

Eはfn(Xoiの平均値

¢n(q)≡-(1/a)log[JdfP(i;a)expt-n(qll)･Ei]
fn(q)≡den(q)/dq

DynamicStructureFunctionのスケー リング

AFn(i)-Fn(i)-Fn(i)

とおくと

AFn(i)- T一甲A(E-i)

Afn(i).-i-I-L(Tで(q-1))

§4.マlJLコフモデルによるDynamjcStructureFunctionとそのスケーリング関数の導出

r(遷移行列 )-

のとき,これを

･ ± (……1;

Tq-

1-(h21+ h31)K h12K k 13K

h21K 1-(h12+ h32)K h 23応

h31K

a lle-El(q -1) a12e-E2(q-1)

a 21e-fl(q - 1) a22e-E2(q-1)

a 31e-El(q-1) a32e-E2-(q-1)

h32X 1- (h13+h 23 )K

a13e-E3(q-1)

a23e-E3(qll)

a33eイ3(q-1)
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よ り ¢(q)= -log巨m｡Ⅹ(q)E- (q)tj:Tqの固有値

Ref･P･T･P･81(1989)60 N･Morュ,T.Kobayashiet.al.

P･R･ 39(1989)1376 H.Fujisaka,M.Inou｡

A(i-i)vs.i-Eのグラフ

L(T甲(q-1))vs.q- 1のグラフ

(fig.4)

§5.結果とまとめ

･遷移行列Tをもとに導出したA(y),L(I)は,数値計算で求めたA(y),L(Z)をよく近似

している｡

○く)

･ T- E t(1- )lk=i よりか- 1であることがわかる.t=O k

･遷移行列Tの係数 hijでAili,fiZlの関数形が決まる｡一 g-三 二 雲 にかかわらず
α1

haj払 ほぼ同じ値をとる.
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｢カオスとその周辺｣
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